
 今年も残暑が厳しく本病院だよりを執筆時にはまだ山口県では最高気温35℃を超える酷暑日が続いてい

ます。日本から四季が消えて二季化することなく、病院だよりが皆様のもとにお届けできる頃には日本

ならではの過ごしやすい秋であればと願っています。

 さてこれまでもご紹介していますように当院は山口県より地域型認知症疾患医療センターおよび難病診

療分野別拠点病院（神経・筋疾患）に指定されています。通常の認知症診療、神経筋難病診療と共に疾

患啓発セミナーや研修会を開催し、地域の皆様方に疾患の理解を深めて頂きより良い地域連携ができる

ことを目指しています。本年7月に認知症疾患医療・介護従事者研修会、9月に上関町と共催で住民向け

の認知症セミナーを開催しました。また同月に難病研修会として難病医療従事者向けに神経筋難病の

「嚥下障害」をテーマに講義、グループワークを行いました。たいへん多くの方に参加して頂き感謝申

し上げます。

 また先日、広島大学保健学科（看護学）の教授と3名の留学生の方が病院見学に来られました。3名の留

学生はJICA（国際協力機構）の看護師派遣事業としてバングラデシュ人民共和国などから広島大学大学

院に留学されているとのことでした。慢性期の病院で行っている人工呼吸器装着患者（約60名）の看護

ケアや重症心身障害児の支援学校の先生とのやり取りなどを見学され非常に興味を持って頂けました。

今後は看護学生の実習受け入れや留学生等との様々な人事交流を行うことで当院内にも新しい風が吹け

ばと思います。さらに山口大学看護学の先生方やその他多くの看護学校の方々にも病院見学にお越し頂

けるよう働きかけられればと思います。

　最後に当院では11月9日（土）に周防大島町で柳井医療センター公開講座を開催する予定です。今回は

初めて腎臓関連の講演を行います。当院では外科部長を中心に慢性腎不全の方に腹膜透析、血液透析医

療を行っています。講座の後半は神経疾患、認知症関連のお話をする予定です

（詳細は当院ホームページをご覧ください https://yanai.hosp.go.jp/ ）。多くの

方々のご参加をお待ちしております。
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（２）第39号 柳井医療センターだより

　この度、4月より柳井医療センターに赴任いたしました森内俊

行と申します。

 先輩方と同様、広島大学消化器・移植外科の社会人大学院生と

して勤務させていただいております。週3.5日を柳井で、1.5日

を広島大学で研究に充てる生活を送っています。

 今回の医師コラムでは、現在取り組んでいる研究についてお話

させていただきます。私は将来的に下部消化管（小腸・大腸）を

専門とすることを目指しており、大学の下部消化管グループに所属しています。

 研究は大きく分けて基礎研究と臨床研究があり、私はそれぞれのテーマを掲げ、並

行して日々研究に取り組んでいます。

 基礎研究は、病気のメカニズムや生命現象を深く探求し、医学の理論や枠組みへの

貢献を目的としています。具体的には、細胞培養や動物実験（マウスなど）を通し

て、立てた仮説を実験的に検証しています。

 例えば、臨床現場でしばしば見られるアブスコバル効果（がんの局所に対する放射

線治療によって、全身の抗腫瘍免疫が活性化される現象）は、そのメカニズムがま

だ完全に解明されていません。私は、マウスの腸管に放射線を照射することで生体

免疫反応が上昇するという仮説を立て、現在その検証を行っています。

 大学院生活では、これまでのように患者さんと直接的に関わる臨床診療に加え、よ

り広範な視点から医学を検証できる貴重な期間と考えています。幸運なことに、こ

の1年間は今まで経験に乏しい透析医療にも十分に携わることができるため、臨床と

研究の両面で精進していきたいと考えています。引き続きよろしくお願い申し上げ

ます。

社会人大学院生、
　　　臨床と研究の両立

消化器・移植外科

森内 俊行

医師コラム
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認知症疾患医療センターコーナー
柳井医療センターだより 第39号（5）

認知症月間
　みなさんは9月は認知症月間ということをご存知でしょうか？
1994年、スコットランドンエンジンバラで第10回国際アルツハイマー病
協会国際会議が開催され初日の9月21日、国際アルツハイマー病協会と世
界保健機構が「世界アルツハイマーデー」と制定しました。また9月を「世
界アルツハイマー月間」と定めました。これはアルツハイマー病等に関す
る認識を高め、世界の患者と家族に援助と希望をもたらす事を目的として
います。
　日本でも9月21日の世界アルツハイマーデーを中心に認知症の啓発に向
けて様々なイベントや取り組みがされています。認知症の普及啓発のシン
ボルカラーはオレンジ色で、この期間は全国様々なランドマークがこの色
にライトアップされています。
　山口県でも様々な場所でライトアップされていました。また図書館や書
店でも認知症コーナーを設けたり、講演やイベントも多く開催されていま
す。当地域でも9月に商業施設にて認知症のリーフレットを設置し啓発活動
を行っています。
　年齢とともに認知症を発症しやすくなります。認知症を知ること・理解
することは認知症を有していても住み慣れた地域で生活をしていくために
重要となってきます。今年のアルツハイマー月間は終わってしましました
が、来年オレンジ色のライトアップを目にしたときには認知症について皆
さんで考えてみてはいかがでしょうか。

世界アルツハイマーデーのロゴマーク

　2024年9月14日神経難病研修会を開催しました。
　今年度は神経難病の患者の嚥下障害について各専門
職からの講義とレクチャーを行いました。医師の立場
から嚥下障害の症状について講義の後言語聴覚士から
食事場面での観察のポイントや明日から実践できるこ
となどについてレクチャーを受け、管理栄養士から嚥
下しにくい食品やとろみのつけ方について話を聴き実
際にとろみがついた水分を体験していただきました。

参加者からは
　●患者さんとのかかわりで連携と評価が大事だと感じた。
　●実技があってわかりやすかった。とろみも体験できてよかった。
　●基礎知識の振り返りができました。
などの声がありました。また、グループワークでは様々な職種がテーブルを囲み本
人の思いを聴いてどうしたいのかを叶えていきたい、ACPの必要性などの活発な意
見交換がなされました。
　講演の中で当院の嚥下造影検査の紹介もさせていただきましたが早速ご相談をい
ただきました。むせることが増えた、食事の時間が長くなった、肺炎を繰り返して
いるなどの症状がある場合は嚥下機能の評価をしてみるとその方に適した食事の内
容なのかを判断する材料になるかと思います。ぜひご活用いただければ幸いです。
　研修にご参加いただいた多職種の皆様ありがとうございました。
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地域医療連携室コーナー

令和６年度  神経難病研修会を開催しました
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担当医

月
田所

火
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水
松本（富）

木
竹本

金
当番外科医

土
当番外科医

日
当番外科医

救急担当医は次のようになります。（※時間外の体制）

※消化器外科医が病院内に24時間365日常駐しています。

激しい腹痛、心窩部痛、
側腹部痛、腰痛、肛門会陰部痛、
鼠径部痛、下血症例

対象
患者

24時間365日体制で診療しています。

CT・ＭＲＩの検査予約を受付ています 
　当院では、ＣＴ及びＭＲＩの検査予約を行っています。
　下記の連絡先に予約を申し込んでください。放射線専門医
による読影結果は FAX 及び郵送にてお届け致します。撮影
画像はＣＤ－Ｒで患者様にお渡し又は郵送致します。
（至急依頼の場合の検査報告は検査後 2 時間ほどで出ますの
でＦＡＸ後、郵送致します。）

国立病院機構柳井医療センター放射線科受付
担当者　山本（やまもと）　　
電話：0820-27-0211　内線538 または 229
※なお、FAXでの申し込み及びその他の診療予約については地域医療
　連携室へ申し込んでください

ＣＴ・MRIの予約受付先

腹部救急診療腹部救急診療
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病院の統計病院の統計

月 火 水 木 金 備　考

腎 臓 内 科

整 形 外 科

循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

肝・胆・膵・消化器科

糖尿病・内分泌内科

内 視 鏡

皮 　 膚 　 科

泌 尿 器 科

脳神経内科

外　　　科

内 科

午後のみ
（隔週）

岩根　亨輔
志熊　紘行

 いわね きょうすけ

 しぐま ひろゆき

松本　信夫
 まつもと のぶお

松岡　功治
 まつおか こうじ

火・木曜日
午後手術日

第３週

第１・２・４週

要予約

要予約

要予約

（隔週）

松原　大樹
岸　　佳苗

 まつばら だいき

 きし　　 　　かなえ

松本　信夫
 まつもと のぶお

武田　光司
 たけだ こうじ

小栗　直人
 おぐり なおと

松岡　功治
 まつおか こうじ

松岡　功治
 まつおか こうじ

山根　大寛
 やまね ひろまさ

第2・4週

第1・3週

松本　信夫

山﨑　雅美

宮地　隆史

西川　智和

松岡　功治

住元　　了

竹本　将彦
－

福田　雅道

藤野　　修
　

　

　

－

宮地　隆史

今村　栄次

西川　智和

福塲　浩正

森内　俊行

田所　剛志

竹本　将彦
－

 みやち たかふみ

 いまむら えいじ

 にしかわ ともかず

 ふくば ひろまさ

 もりうち としゆき

 たどころ たけし

たけもと まさひこ

 まつもと のぶお

 ふくば ひろまさ

 やまもと ゆみこ

 

 たけもと まさひこ

 たどころ たけし

まつもと とみお

松本　信夫

　

福塲　浩正

山﨑　雅美

松本　富夫
－

松岡　功治

森内　俊行

 まつもと のぶお

 やまさき まさみ

 みやち たかふみ

 にしかわ ともかず

 

 まつおか こうじ

 すみもと りょう

 たけもと まさひこ

　

 ふくだ 　　まさみち

 ふじの しゅう

 まつもと のぶお

 　

 

 ふくば ひろまさ

 やまさき まさみ

 まつもと とみお

 

 まつおか こうじ

もりうち としゆき

松本　信夫

福塲　浩正

山本優美子
－

竹本　将彦

田所　剛志

松本　富夫
－

－

西川　智和

宮地　隆史

今村　栄次

山本　史佳

住元　　了
－

－

－

　

　

 にしかわ ともかず

 みやち たかふみ

 いまむら えいじ

 やまもと ふみか

すみもと りょう

  

　

初　診

初　診

再　診

再　診

山本優美子（隔週）
 やまもと ゆみこ

山本　史佳（隔週）
やまもと ふみか

宮本　翔伍
　

大野　淳司

みやもと しょうご

 おおの あつし

川本　数真
 かわもと かずま

渡　　直和
　

大野　晴也

わたり なおかず

 おおの はるや

（隔週）

安岐　智史
山本　紘司

 あ き さと し

やま もと こう じ

外 来 診 療 担 当 表外 来 診 療 担 当 表
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